
令和３年度 登別市立西陵中学校の概要 

学校名 登別市立西陵中学校 住 所 登別市片倉町５丁目 12番地１ 

学級数 ７（１）学級 電 話 0143-85-5041 

創 立 昭和 49年 4月 1日 交通機関 JR幌別駅より 1.7km 

校 長 渡 辺 敬 方 E-mail js.info@noboribetsu.ed.jp 

 

学級編成（令和３年４月１日現在） 

学   年 １ ２ ３ 特別支援学級  

生徒数 
男 ２８ ２５ ２７ １ ８１ 

女 ２１ ２０ １７ ０ ５８ 

計 ４９ ４５ ４４ １ １３９ 

学 級 数 ２ ２ ２ １ ７ 

 

教職員数 

校長 教頭 
教諭 

講師 
養護

教諭 

事務 

職員 

公務

補 

学習支援 

補助員 

心の教室 

相談員 

スクールサポ

ートスタッフ 
合計 

男 女 

１ １ ９ ３ １ １ １ ２ １ １ １ ２２ 

 

 

校 名  昭和４９年１月制定 

 

 

  

 

 

                                制定者 蛯 名 ゆかり 

 

校 章  昭和４９年１月制定 

 

 

 

 

 

 

 

        

制定者 小 堀 昭 子 

「西陵」とは西方の幌別ダムに裾野を浸し､そびえ立つカムイヌプリの山並みを指すものであ

る。雲をしのいでそびえる西陵カムイを日々仰ぎ見て、厳しく自分を磨き、鍛えて、より高い

見識、より良い人格の形成を目指し、さらに事に臨んで生気はつらつと勇気を持って処すると

いう生活態度を養い学ぶ者の理想を求めて、この校名を制定したものです。 

「西陵」という校名を円で囲んでいます。調和の取れた円満な人格を

育てる願いが込められています。四枚の葉は生命の源泉を示し、生命

尊重の精神を教育の基本とすることを表しています。四本のペンは、

福沢諭吉の逸話から「ペンは剣より強し」と門下生に説いた学問尊重

の精神を示し､真理を追究し人間性の向上を求めてやまない向上心を

示し､四葉、四本ペンであらゆるものから学びとる意欲のたくましさ

を表している。 
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西 陵 中 学 校 の 概 要 

【学校及び地域の概況】 

昭和４９年４月､北海道登別市立幌別中学校の学級増と危険校舎の実態から分離独立した学校である。 

幌別市街西部に位置し､前方に太平洋を望み、後方にはカムイヌプリを背にして、雄大な幌別ダムの

辺りにそびえ立つ西陵中学校。隣り合わせに登別市立幌別西小学校と北海道登別明日中等教育学校があ

り、一大文教地区を形成している。 

かつては、幌別鉱山の鉄道が敷かれ、鉱山と幌別駅を結ぶ通路となり、一部酪農地帯となっていた。

また、開校当時は室蘭工業地域の発展に伴い住宅化が進み、新日鉄をはじめ、関連企業に従事する人々

が圧倒的に多く､人口は年々増加の傾向にあった。しかし、近年は不況の波を受け、人口の流出に伴う地

域の高齢化と生徒数の減少が進んでいる。 

保護者の教育に対する関心は高く､学校行事への参加も比較的多い。また、古くから校区に住んでい

る方は地域で子どもを育てるという意識をもっており、学校への関心が高く協力的である｡ 

ここ数年の生徒は、温厚で素直であり、挨拶をしっかりとできる。また、学習や生徒会活動、部活動

に意欲的に取り組んでいる。 

 

【沿革の概要】 

昭和４９年 １月 １日 西陵中学校の校名と校章を制定 

      ４月 １日 幌別中学校から分離（通学区域は幌別西小学校・青葉小学校区域） 

初代 安田 麻夫 校長着任、１３学級・生徒数５０４名で開校 

     １２月１１日 体育館（一部）完成 

昭和５０年 ２月 ９日 校歌制定、開校落成記念式挙行 

昭和５１年 ８月    北海道中学校バスケットボール大会出場 

     １１月１５日 体育館増築工事完成 

昭和５２年 ８月    北海道中学校サッカー大会出場 

昭和５３年 ３月２５日 校舎増築（西側校舎４教室）工事完了 

昭和５４年 ４月 １日 第２代 川島 辰雄 校長着任 

昭和５５年 ８月    北海道中学校バドミントン大会出場 

昭和５６年 １月１７日 校舎増築（２教室）工事完了 

      ８月    北海道中学校バドミントン大会出場 

昭和５７年 ８月    北海道中学校バドミントン大会出場 

昭和５８年 ４月 １日 第３代 林 昭男 校長着任 

 ８月    北海道中学校バドミントン大会出場 

３月２５日 分離式（緑陽中学校開校に伴い１６０名移籍） 

１０月１６日 開校１０周年記念式典・祝賀会 

昭和６１年１０月１９日 学校新聞コンクール入賞（室蘭民報社） 

昭和６２年１０月１６日 胆振管内学校教育実践研究指定校発表会（胆振管内進路指導研究大会）開催 

     １０月１８日 学校新聞コンクール優秀賞受賞（室蘭民報社） 

昭和６３年 ４月 １日 第４代 富田 豊 校長着任 

 ８月    北海道中学校バドミントン・卓球大会出場 

平成 元年 ８月    全国中学校卓球大会出場 

平成 ２年 ８月    北海道中学校卓球大会出場 

平成 ３年 ４月 １日 第５代 高橋 正巳 校長着任 

 ８月    北海道中学校バドミントン大会出場・全国中学校卓球大会出場 

平成 ４年 ８月    北海道中学校卓球・野球大会出場 
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     １１月１１日 胆振教育局研究指定公開研究会開催 

平成 ５年 ４月 １日 第６代 岩館 晴次郎 校長着任 

１０月１７日 開校２０周年記念式典・祝賀会 

平成 ６年 ８月    北海道中学校卓球大会出場 

１０月３１日 花壇全国表彰受賞 

平成 ７年 ４月 １日 第７代 上田 宏 校長着任 

１１月 １日 胆振教育局指定公開研究会開催 

平成 ８年 ８月２５日 体育館全面改修工事完了 

      ８月    北海道中学校卓球大会出場 

平成１０年 ４月 １日 第８代 門馬 照夫 校長着任 

平成１１年 ８月    北海道中学校バレーボール大会出場 

平成１２年 ３月１０日 胆振管内教育実践表彰受賞 

 ８月    北海道中学校バレーボール大会出場 

１２月    第１期耐震補強校舎改修工事完成 

平成１３年 ４月 １日 第９代 宇野 敏昭 校長着任 

２月１５日 北海道教育実践表彰受賞 

      ８月    北海道中学校バレーボール大会出場 

１０月    第２期耐震補強校舎改修工事完成 

平成１５年 ９月２７日 開校３０周年記念式典・祝賀会 

     １１月１３日 開校３０周年記念公開研究会開催 

平成１７年 ４月 １日 第１０代 中山 孝 校長着任 

 ８月    北海道中学校バドミントン大会出場 

平成１９年 ４月 １日 第１１代 吉野 幸広 校長着任 

平成２２年 ４月 １日 第１２代 北越 政則 校長着任 

平成２３年 ８月    体育館横プレハブ物置設置 

平成２４年 ７月    図書室・会議室等の窓フェンス設置 

      ９月    体育館耐震化工事完了 

１０月    教室網戸設置 

平成２５年 ４月 １日 第１３代 鴫原 洋二 校長着任 

平成２８年１１月２９日 登別市教育実践研究奨励校公開研究会開催 

平成２９年 ４月 １日 第１４代 千葉 光弘 校長着任 

平成３０年 ４月 １日 第１５代 瀧澤 義守 校長着任 

令和 元年１１月１３日 登別市教育実践研究奨励校公開研究会開催 

令和 ２年 ４月 １日 男女混合名簿開始 

令和 ２年 ４月２０日 新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言発令にかかる臨時休業 

令和 ２年 ６月 １日 ４２日間の臨時休業を経て授業再開 

（夏季・冬季休業日を計２７日間に短縮） 

令和 ３年 ２月２４日 GIGA スクール構想にかかる wi-fi 環境の整備、及び１人１台端末配備 

令和 ３年 ３月１２日 学びの保障にかかる保健室へのエアコン設置 他 

令和 ３年 ３月２６日 北海道中学校女子バスケットボール新人大会南大会出場 

      ４月 １日 第１６代 渡辺 敬方 校長着任 
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北海道教育の基本理念   
                            北海道教育委員会 

 

自立  自然豊かな北の大地で、世界を見つめ、 

自立の精神にあふれ、自らの夢に挑戦し、実現していく人を育む 

       共生  ふるさとへの誇りと愛着を持ち、 

これからの社会に貢献し、共に支え合う人を育む 

 

    【基本理念の実現に向けて】 

       目標１  社会で活きる力の育成 

目標２ 豊かな人間性の育成 

      目標３ 健やかな体の育成 

     目標４ 学びを支える家庭・地域との連携・協働の推進 

       目標５ 学びをつなぐ学校づくりの実現 

      目標６ 学びを活かす地域社会の実現 

 

 

目標６ 学びを活かす地域社会の実現 

 

令和３年度 胆振管内教育推進の重点 
                             北海道教育庁胆振教育局 

 

     重点達成への鍵 

    【 焦 点 化 】 学校や地域が実態を踏まえ取組を焦点化 

    【 見える化 】 取組を進めるための手段や役割を見える化 

    【徹底・継続】 責任と覚悟をもって取組を徹底・継続 

 

         重点１ 学力・体力の向上 

         重点２ 豊かな心の育成 

         重点３ 生活習慣の改善 

         重点４ 学校力の向上 
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登別市教育振興基本計画 

 
登別市教育委員会  

【登別市教育目標】 

「豊かな心を持ち、たくましく生きる人間の育成」 

  

【学校教育目標】 

「希望と高い志を持ち、未来に向かって、 

心豊かにたくましく生きる人間の育成」 
 

推進の重点 

    学校・家庭・地域が連携し、心豊かな人間性を育む 

 

重点Ⅰ 子どもたちの「生きる力」の育成 

重点Ⅱ 地域に根ざした魅力ある学校づくり 

 

 

登別市市民憲章 

 

     わたしたちは 古い歴史と美しい自然に恵まれた登別の市民です 

   ここに わたしたちの心がまえを定めてよりよい町をつくることに努めます 

 

     〇 心身をきたえよく働いて 活気あふれる豊かなまちをつくりましょう 

     ○ 親切をつくし きまりを守って 明るく住みよいまちをつくりましょう 

     ○ 自然を愛し 力をあわせて  

緑と空気と太陽のいっぱいあるきれいなまちをつくりましょう 

     ○ 未来をつくる青少年の 健全な夢の育つまちをつくりましょう 

     ○ 教養をつみ 視野を広げて 平和で文化のかおり高いまちをつくりましょう 
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西陵中学校の教育目標 
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令和３年（２０２１年）４月１日

令和３年度 学校経営方針

北海道登別市立西陵中学校

Ⅰ 学校の教育目標

≪西陵中学校 教育目標≫ ＊平成２６年４月１日 [８年目]

正しい判断力と豊かな知性をもつ人 （英知）
健康な体とたくましい行動力をもつ人 （健康）
思いやりの心と寛い友情をもつ人 （情操）
ねばり強い根性とくじけない心をもつ人（意志）

＜重点教育目標＞ ＊平成３１年４月１日 [３年目] → 学び、教育活動の重点

☆「共に学び 高め合うこと」 → ◎英知 ○情操 ・協働

＜業務の重点目標＞ ＊平成３１年４月１日 [３年目] → 教職員の働き方改革

☆ 質の向上を目指した教育活動の計画・実施 → 組織、協働

☆ 前例や前年度にとらわれない業務の改善・スリム化 → 意識改革

Ⅱ 基本姿勢及び基本方針

１ 学校経営の基本姿勢

◎組織的な学校運営による質の高い教育活動の推進

組織力の向上

学習指導力の向上 生徒指導力の向上

(1) 学校の教育目標の実現を目指した組織的な取組 ≪ 組 織力の向上 ≫
本校の教育目標を実現するためには、校長のリーダーシップのもと、教職員の協

働により、質の高い教育活動を計画・実施するなど、組織的に学校運営を推進して

いく必要がある。

そのため教職員は、学習指導要領等の法令を踏まえた上で、本校の教育課程を理

解し、教育活動や校務を組織的・計画的に推進していくことが不可欠である。

(2) 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善＜学習指導力の向上＞
学年や個の学習状況を踏まえ、学力の一層の向上や学習習慣の確立に向けて、分

かる授業や確かな学力が育まれる授業、道徳性が育成される授業など、校内研究・

研修の推進により授業改善に取り組む。その際、ＩＣＴや１人１台端末を有効に活

用し、個を生かす指導方法の工夫に取り組む。

(3) 生徒の発達を支える指導の充実 ＜生徒指導力の向上＞
学年や個の実態を踏まえ、学年・学級経営、特別支援教育の充実に取り組む。ま

た、個の指導に当たっては、確かな生徒理解に努めるとともに、対話と共感の姿勢

で、教育相談の充実を図る。
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２ 学校経営の基本方針

(1) 北海道教育の基本理念を踏まえるとともに、胆振管内教育推進の重点及び登別市

学校教育目標に基づき、西陵中学校の教育目標の実現に向けて、教育課程の編成・

実施・評価・改善に取り組む。

(2) 保護者や地域住民、学校運営協議会委員との連携を密にし、相互理解に基づく信

頼ある開かれた学校経営を推進する。

(3) 幌別西小学校との連携を一層深め、望ましい小中一貫教育の推進に努める。

(4) 新学習指導要領の趣旨を踏まえ、その指導事項を生徒に確実に身に付けさせる。

(5) 個別最適な学びと協働的な学びの実現を目指した校内研修を推進する。

(6) 生徒の「安全と健康」を第一とした、感染症拡大防止対策に取り組む。

(7) 服務規律を徹底する。

(8) 本校の実態を踏まえた、教職員の業務改善（働き方改革）に取り組む。

Ⅲ 経営上の重点

＜業務の重点目標＞

☆ 質の向上を目指した教育活動の計画・実施

・本校の教育目標を意識した教育課程の編成・実施・評価・改善

・校内研修の効果的な活用による指導力（学習指導力、生徒指導力）の向上

☆ 前例にとらわれない業務の改善・スリム化

・時間外勤務の縮減（１か月４５時間以内、１年間３６０時間以内）

・部活動は平日は２時間程度、休業日は３時間程度、週２日以上の休養日の設定

１ 組織的な学校運営と業務の効率化を意識した働き方改革の推進

(1) チームとしての学校の在り方を踏まえ、協働で業務を推進する体制のさらなる促

進を図る。

(2) 部活動の活動時間や退勤時刻など、勤務時間を意識した働き方改革に努める。

２ 創意工夫ある教育課程の編成と教育活動の推進

(1) 「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」の育成を目指し、質の高い教育活

動の計画・実施に努める。

(2) 全国学力・学習状況調査、全国体力・運動能力、運動習慣等調査、チャレンジテ

スト、学力テストなど、諸調査や検査の分析結果を生かし、授業改善に努める。

３ 学年・学級経営、特別支援教育、生徒指導の充実

(1) 発達の段階を踏まえた学年・学級経営の充実に努める。

(2) インクルーシブ教育システムの構築を目指した特別支援教育の推進に努める。

(3) 生徒理解を基本にした指導体制の確立と生徒指導の充実に努めるとともに、いじ

めや不登校、問題行動等の未然防止、早期発見・早期対応に努める。

４ 教師の専門性や指導力を高める研究・研修の充実

(1) 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善にかかる研究を推進する。

(2) １人１台端末の効果的な活用に向けた校内研修の充実に努める。

５ 家庭や地域、関係機関と連携した「地域とともにある学校づくり」の推進

(1) 保護者や地域住民に、日常の授業はもとより、学校行事や生徒会活動、部活動を

広く公開することにより、学校・家庭・地域の連携を一層深める。

(2) 小中一貫教育の推進により、９か

年を通じて目指す子ども像である「や

さしく、かしこく、力強い子ども」

の実現を目指す。

小中一貫教育（幌別西小・西陵中）

９か年を通じて目指す子ども像

「やさしく、かしこく、力強い子ども」
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６ 危機管理体制の強化と危機管理意識の高揚

(1) 施設・設備の安全点検を定期的に行うとともに、自然災害への対応や不審者への

対応など、校舎内外における安全対策・体制の一層の充実を図る。

(2) 新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた対応など、保護者や地域住民、校区

内の学校と連携し、安全教育、防災教育を推進する。

７ 新学習指導要領の全面実施に向けた対応

(1) 新学習指導要領についての理解を一層深め、教育課程の編成や年間指導計画の作

成を行う。

(2) 各教科及び特別の教科道徳等における評価・評定についての理解を深める。

Ⅳ 指導上の重点

＜重点教育目標＞

☆ 「共に学び 高め合うこと」を意識した教育活動の推進

・「正しい判断力と豊かな知性をもつ人（英知）」の実現を重点とした教育活動

の推進

・主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業改善、校内研究の推進

１ 自ら学び解決する力、他者と協働しながらねばり強く創造する力を育てる学習指導

の推進（英知）（意志）

(1) 本校の学習規律である「学習三原則ＴＭＲ」（Time Manner Reaction）と、場に

応じた態度や言葉遣い等の指導を徹底する。

(2) 育成を目指す資質・能力を明確にするとともに、基礎的・基本的な知識・技能を

活用できる力が身に付くよう、授業を工夫・改善する。

(3) 学習評価の妥当性と信頼性を高められるよう、年間指導計画や単元を見通した指

導と評価の一体化に努める。

(4) 特別支援学級において、生徒の能力や可能性を引き出す授業に努めるとともに、

通常の学級における実効性のある交流及び共同学習を推進する。

(5) 個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けた、１人１台端末の有効な活用と指

導方法の工夫・改善に取り組む。

２ 「考え、議論する道徳」を目指した道徳科の推進（英知）（情操）

(1) 教科書を主たる教材とした道徳科の授業における、思考を深めるための授業展開

や評価の在り方について研究を深める。

(2) 道徳科の授業を教師が交代で学年の学級で行うことにより、生徒の変容を複数で

見取るなど、多面的・多角的な評価の推進に努める。

３ 学校や地域の特性を生かした総合的な学習の時間の推進（英知）

(1) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組ませるとともに、個やグループによる課

題のまとめ方や発表の仕方の工夫に努める。

(2) 地域に学び、地域で学ぶ「郷土学習」を通じて、自分たちの住む北海道及び登別

市への理解や関心、愛着を深める。

４ 生徒の自発的、自治的な活動が効果的に展開される特別活動の推進（情操）

(1) キャリア教育の要の時間として、社会的・職業的自立に向けた学習の充実を図る。

(2) 生徒会活動において、生徒が自主的に活動し、豊かに表現できる場となるよう工

夫するとともに、異学年による交流活動の充実に努める。

５ 自らの健康・安全を図る教育活動の推進（健康）

(1) 一人一人の健康・安全の保持とともに、体力向上に向けた取組の一層の工夫に努

める。

(2) 生命尊重を最優先とする安全教育、防災教育の充実を図る。
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